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障がい者に対する� �
虐待と差別

　昨年の新年号では西興部村の障がい者支援施
設での虐待について触れました。それから１
年、本道で大きく報道された虐待事案は①江差
町のグループホームが知的障がいのある入居者
に対し、結婚や同居をする場合、不妊処置を求
めていたこと。②恵庭市、18～45年間、住み込
みで働いていた男性３人が経営者家族と市側に
損害賠償を求めて裁判を起こしたこと。（毎日、
朝３時半頃に起床し、日没頃まで働きましたが
賃金は一切支払われず、障がい者年金も生活費
として没収）③札幌市の小学校、特別支援学級
では男性教諭による不適切な言動で児童が相次
いで不登校になっていると保護者が訴えていま
す。（男性教諭の前任校では不適切な指導を管
理職に訴えた女性教諭がうつ病になり自殺、親
がパワハラ調査を市教委に要求）知的障がい児
者の周りでは虐待や差別が後を絶ちません。

　育成会はどんな役割を果たしているのか
　これらの問題に共通しているのは、地域の育
成会から学童を持つ会員がいなくなっているこ
と。会員が高齢化し、地域での活動が困難にな
っていること。会員が減少し、地域の障がい者
や、家族の要求を汲み取れなくなっていること
があります。育成会が、障がい者や障がい者家
族の防波堤の役割を果たせないのです。
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　今の親も沢山の矛盾と悩みを抱えている
　今の親は昔と比べると楽だという声もありま
すが、障がいのある我が子を抱えながら、産ま
れた時から沢山の重荷を背負っていることに違
いはありません。横の繋がりが希薄になってい
る中で、孤軍奮闘せざるを得ないのです。
各地の育成会に求められるのは障がい者本人
や、その家族の要求を汲み取るネットワークづ
くり。そのためには「母親だけの会」「親だけ
の会」からの脱皮が求められているのです。

　障がい者「本人の会」の結成
　近年、全道大会の開催地を中心に「本人の会」
の結成に力を尽くしてきました。その甲斐あっ
て「全道大会」と、その翌年に開かれる障がい
者本人の会全道交流会「ひろげようみんなのわ」
には年々参加者が増えています。また、全道大
会では参加者の半数近くが本人達です。

　今こそ、育成会が変わる時
　まだ多くはありませんが、本人を育成会の役
員（理事等）に選出しているところがあります。
本人達から「まだそんな事もできないのか」と
言われそうです。気付いたところからどんどん
変えることができる。今、そんな「育成会」が
求められているのです。
　令和６年（2024年）、ぜひ、そんな一年にし
たいものです。
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新
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
北
海

道
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
事
業
推
進

に
対
し
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
が
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ

ナ
禍
の
3
年
は
、
感
染
予
防
の
た
め
、
様
々
な
事
業

や
行
事
が
縮
小
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

よ
う
や
く
以
前
の
社
会
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
3
年
間
の
経
験
を
も
と
に
皆
で
知
恵
を
絞
り
、

今
後
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
サ
ポ
ー
ト
協
会
で
は
、
知
的
障
害
児
者
・

自
閉
症
児
者
の
保
険
か
ら
、
発
達
障
害
の
方
々
に
も

保
険
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
設
立
以
来
、
互
助
の
精
神
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
皆
様
と
協
同
で
、
必
要
と
さ
れ
る
保

険
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
を
念
頭
に
、
少
し
で
も
多

く
の
方
々
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
今

後
、
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
北
海
道
知
的
障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
協
会

で
は
、
関
係
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
研
修
や
懇
談

会
等
を
行
う
際
、
そ
の
手
助
け
と
な
る
「
助
成
金
制

度
」
を
設
け
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
と
も
に
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
社
会
」

を
め
ざ
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、今
後
、自
分
を
守
り
、

他
人
を
守
る
保
険
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
持

つ
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

か
け
が
え
の
な
い
保
険
と
し
て
の
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

ご
健
勝
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　�

　

第
69
回
函
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大
会
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第
30
回
本
人
大
会

想
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ぐ

想
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ぐ
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０
０
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令
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６
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催

　
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
「
道
南

ブ
ロ
ッ
ク
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
」に
対
し
て
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
達
は
『
ど
ん
な
障
が
い
が
あ
っ
て
も
生

ま
れ
育
っ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
様
々
な
人
と
出
会

い
、
共
に
学
び
、
共
に

働
き
、
共
に
育
ち
、
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
日
々
、
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

　
今
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
充
分
な
事
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昨
年
の
第
68
回
小
樽
大

会
は
、
育
成
会
は
も
と

よ
り
、
多
く
の
皆
様
に

大
変
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
、
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
函
館
で
す
。
北
海
道
の
南
端
に
位
置
す

る
た
め
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
集
ま
り
や
す
い
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
10
年
に
一
度
の
全
道
大
会
で

す
。
ぜ
ひ
、
観
光
も
兼
ね
て
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
湯
の
川
温
泉
、
１
０
０
万
ド
ル
の
夜
景
で
有
名
な

函
館
山
、
そ
し
て
お
い
し
い
食
事
、
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ

ロ
、
ハ
セ
ス
ト
の
焼
き
鳥
弁
当
、
数
々
の
海
の
幸
、

ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夜
は
「
函
館
湯
の
川
温
泉
　
花
び
し
ホ
テ

ル
」
に
て
４
年
ぶ
り
の
懇
親
会
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
久
し
振
り
に
皆
さ
ん
と
乾
杯
し
、
歓
談
し
、
互

い
に
元
気
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
皆
様
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。
道
南
の
仲
間
た
ち
が
１
０
０
万
ド

ル
の
笑
顔
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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新 年新 年私の抱負
私の抱負

二つの経験で成長でき、感謝
 今年も仲間と共に頑張ります！

れしかったです。また、ご協力いただきました関係の皆様に感謝申し上げます。
　自分は実行委員長として頑張りましたが、当日までサポートしてくれる支援の方々の協力
があって成り立つ事を学びました。「帯広えがおの会」では会長ですが、杉野副会長、大崎
副会長と協力し合っていくことの大切さもわかりました。これからも皆で話し合って頑張っ
て行事などを計画、参加していきたいです。

帯広えがおの会　会長　瓜生　徹之

　令和4年8月7日に開催致された『全道大会帯広大会　第28回本人大
会』、令和5年10月22日に行った『本人の会全道交流会　ひろげよう　
みんなのわ　in 帯広』、僕はこの二つの実行委員長を務めました。当日
は短い時間ではありましたが、たくさんの皆さんと交流ができて大変う

○大崎　和馬
（えがおの会　副会長）
　中札内高等養護学校を卒
業し、あがり・框（就労継
続支援Ｂ型）を利用してい
ます。マンションの清掃を
しています。カラオケが好
きでひとりでカラオケボッ
クスに行きます。

○杉野　雄哉
（えがおの会　副会長）

　中札内高等養護学校を卒業し、
清水旭山学園御影農志塾（就労継
続支援Ｂ型）を利用しています。
牧草ロールのビニール、ペットボ
トル、空き缶の仕分けの仕事をし
ています。野球観戦が好きでエス
コンフィールドにも行きました。

○瓜生　徹之
（えがおの会　会長）

　中札内高等養護学校を卒業し、
株式会社柳月に勤務しています。
仕事内容は工場内で機械を使用し
て菓子作りの補助をしています。
えがおの会の会長は2000年からし
ています。クラシック音楽を聴く
のと旅行が好きです。

＊�左から、杉野副会長、
瓜生会長、大崎副会長

令和５年度

盛
況
の
う
ち
に
終
了

障
が
い
者
就
労
施
設
等

製
品
展
示
会

　
11
月
20
日
㈪
～
22
日

㈬
、
道
が
主
催
す
る
標
記

の
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
「
障
が
い
者

週
間
」（
12
月
第
２
週
）

の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
道

内
事
業
所
の
紹
介
パ
ネ
ル

の
展
示
や
、
製
品
販
売
を

通
し
、道
民
の
皆
様
に『
障

が
い
に
対
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
と
、
福
祉
事
業

所
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
』
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
か
ら
は
、初
参
加
の「
あ
か
り
家
」（
札
幌
市
）

さ
ん
を
含
む
11
事
業
所
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
３

日
間
で
、
延
べ
１
２
７
５
名
の
来
場
者
。
販
売
実
績

は
総
額
１
７
７
２
８
０
円
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
明
け
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、昨
年
よ
り
来
場
者
は
も
ち
ろ
ん
、

売
り
上
げ
実
績
も
増
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
年

度
も
聴
覚
障
害
へ
の
理
解
も
深
め
て
も
ら
お
う
と
２

日
間
に
わ
た
り
「
ち
ょ
こ
っ
と
手
話
レ
ッ
ス
ン
」
が

同
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
様
、
何
よ
り
足

を
お
運
び
い
た
だ
い
た
道
庁
職
員
、
市
民
の
皆
様
に

は
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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障がい者の願いを実現することが事業所協議会の

目的です。私たちは、『経営』と『志』の統一を

目指しています。体力のある事業所も体力のない

事業所も助け合います。あなたの事業所の入会を

待っています。�

特定非営利活動法人　栗山町手をつなぐ育成会
ワークセンター栗の木

〒069-1508　夕張郡栗山町湯地60-8
TEL＆FAX（0123）72-4073　Eメール　npo-kurinoki@taupe.plala.or.jp

★主な作業
☆�栗山町内産小麦
の自家製粉
☆�パン、焼き菓子
の製造・販売
☆�コーヒー豆の選
別・焙煎・販売

就労継続支援Ｂ型事業所　定員20名
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